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【提出日】平成26年9月5日(2014.9.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２】
　式（Ｉ’）
【化６】

〔式中、
環Ａは、置換されていてもよい６員芳香環を表し、
【化７】

で表される基は、
【化８】

（式中、環Ｂ１～Ｂ６はさらに置換されていてもよい。ただし、環Ｂ１～Ｂ６を構成する
窒素原子に結合した水素原子は置換されない。Ｒ’は、ヒドロキシ基、シアノ基、置換さ
れていてもよいカルボキシ基、置換されていてもよいアミノ基、置換されていてもよいＣ

１－６アルキル基、置換されていてもよいＣ１－６アルコキシ基、または置換されていて
もよいカルバモイル基を表す。）を表す。
この場合において、環Ａ上の置換基同士が結合して、環Ａと共に、置換されていてもよい
９または１０員芳香族縮合環を形成してもよい。〕
で表される化合物
（但し、
（１）式（Ｉ’）の部分構造：
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【化９】

は、

【化１０】

を表し、
環Ａは、ベンゼン環を表し、
Ｒ’は、Ｒｘ－ＣＨ２－（Ｒｘは、ハロゲン原子およびメトキシ基から選択される置換基
で置換されていてもよいフェノキシ基）を表す化合物、
(２)2-メチル-2-フェニル-1,4-オキサゼパン、
(３)6-メチル-6-フェニル-1,4-オキサゼパン、
(４)(2R)-2-フェニル-2-(トリフルオロメチル)-1,4-オキサゼパン、
(５)7-メチル-7-フェニル-1,4-オキサゼパン、
(６)(6R,7R)-6-ヒドロキシ-7-フェニル-1,4-オキサゼパン-5-オン、および
(７)7-ヒドロキシ-7-(4-メトキシフェニル)-1,4-オキサゼパン-2-オンを除く。）または
その塩。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３７】
　Ｒは、好ましくは、
（１）ヒドロキシ基、
（２）シアノ基、
（３）カルボキシ基、
（４）Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル基（好ましくは、エトキシカルボニル）、
（５）アミノ基、
（６）モノ－またはジ－Ｃ１－６アルキルアミノ基（好ましくは、ジメチルアミノ）、
（７）モノ－またはジ－Ｃ７－１２アラルキルアミノ基（好ましくは、ベンジルアミノ）
、
（８）モノ－またはジ－（Ｃ１－６アルキルスルホニル）アミノ基（好ましくは、メチル
スルホニルアミノ、エチルスルホニルアミノ）、
（９）モノ－またはジ－（Ｃ３－６シクロアルキルスルホニル）アミノ基（好ましくは、
シクロプロピルスルホニルアミノ）、
（１０）モノ－またはジ－（Ｃ６－１２アリールスルホニル）アミノ基（好ましくは、フ
ェニルスルホニルアミノ）、
（１１）モノ－またはジ－（芳香族複素環スルホニル）アミノ基（好ましくは、ピリジル
スルホニルアミノ（好ましくは、ピリジン－３－イルスルホニルアミノ））、
（１２）－ＮＲＡ－ＣＯ－ＲＢ
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　　　　［式中、
　　　　ＲＡは、
　　　　（ａ）水素原子、または
　　　　（ｂ）Ｃ１－６アルキル基（好ましくは、メチル）を表し、
　　　　ＲＢは、
　　　　（ａ）（ｉ）ハロゲン原子（好ましくは、フッ素原子）、
　　　　　　　（ｉｉ）ヒドロキシ基、
　　　　　　　（ｉｉｉ）Ｃ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ）、
　　　　　　　（ｉｖ）芳香族複素環基（好ましくは、トリアゾリル（好ましくは、１，
２，４－トリアゾール－１－イル））、および
　　　　　　　（ｖ）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましくは、
ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジアゾ
ール－３－イル））
から選択される１ないし３個（好ましくは、１または２個）の置換基で置換されていても
よいＣ１－６アルキル基（好ましくは、メチル、エチル）、
　　　　（ｂ）Ｃ３－６シクロアルキル基（好ましくは、シクロプロピル）、
　　　　（ｃ）Ｃ１－６アルキル－カルボニル基（好ましくは、アセチル）、
　　　　（ｄ）アミノ基、
　　　　（ｅ）モノ－、またはジ－Ｃ１－６アルキルアミノ基（好ましくは、メチルアミ
ノ）、
　　　　（ｆ）環状アミノ基（好ましくは、モルホリノ）、
　　　　（ｇ）（ｉ）シアノ基、
　　　　　　　（ｉｉ）カルボキシ基、
　　　　　　　（ｉｉｉ）Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル基（好ましくは、エトキシカ
ルボニル）、
　　　　　　　（ｉｖ）Ｃ１－６アルキルスルホニルアミノ基（好ましくは、メチルスル
ホニルアミノ）、および
　　　　　　　（ｖ）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましくは、
ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジアゾ
ール－３－イル））
から選択される１ないし３個（好ましくは、１個）の置換基で置換されていてもよいＣ６

－１２アリール基（好ましくは、フェニル）、
　　　　（ｈ）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましくは、ジヒド
ロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジアゾール－
３－イル））で置換されていてもよいＣ７－１２アラルキル基（好ましくは、ベンジル）
、または
　　　　（ｉ）芳香族複素環基（好ましくは、オキサゾリル（好ましくは、オキサゾール
－５－イル））を表す。］、
（１３）－ＮＲＣ－ＳＯ２－Ｎ（ＲＤ）（ＲＥ）
　　　　［式中、
　　　　ＲＣは、
　　　　（ａ）水素原子、または
　　　　（ｂ）Ｃ１－６アルキル基（好ましくは、メチル）を表し、
　　　　ＲＤおよびＲＥは、それぞれ独立して、
　　　　（ａ）水素原子、
　　　　（ｂ）Ｃ１－６アルキル基（好ましくは、メチル、エチル）、または
　　　　（ｃ）Ｃ３－６シクロアルキル基（好ましくは、シクロプロピル）を表す。］、
または
（１４）置換されていてもよい環状アミノ基（好ましくは、１または２個のオキソ基で置
換されていてもよい環状アミノ基（好ましくは、イミダゾリジニル（好ましくは、イミダ
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ゾリジン－１－イル））、
（１５）（ａ）ハロゲン原子（好ましくは、フッ素原子）、
　　　　（ｂ）シアノ基、
　　　　（ｃ）ヒドロキシ基、
　　　　（ｄ）カルボキシ基、
　　　　（ｅ）アミノ基、
　　　　（ｆ）カルバモイル基、
　　　　（ｇ）モノ－またはジ－（Ｃ１－６アルキル）カルバモイル基（好ましくは、イ
ソプロピルカルバモイル）（該Ｃ１－６アルキルは、カルボキシ基で置換されていてもよ
い。）、
　　　　（ｈ）モノ－またはジ－（Ｃ６－１２アリール）カルバモイル基（好ましくは、
フェニルカルバモイル）（該Ｃ６－１２アリールは、カルボキシ基で置換されていてもよ
い。）、
　　　　（ｉ）（ｉ）ヒドロキシ基、
　　　　　　　（ｉｉ）カルボキシ基、
　　　　　　　（ｉｉｉ）カルバモイル基、
　　　　　　　（ｉｖ）モノ－またはジ－（Ｃ１－６アルキル－カルボニル）アミノ基（
好ましくは、アセチルアミノ）、
　　　　　　　（ｖ）モノ－またはジ－（Ｃ１－６アルキルスルホニル）アミノ基（好ま
しくは、メチルスルホニルアミノ）、
　　　　　　　（ｖｉ）Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル基（好ましくは、エトキシカル
ボニル）、および
　　　　　　　（ｖｉｉ）ヒドロキシ基で置換されていてもよい環状アミノカルボニル基
（好ましくは、アゼチジン－１－イルカルボニル、１，１－ジオキシドチオモルホリノカ
ルボニル）
から選択される１ないし３個（好ましくは、１または２個）の置換基で置換されていても
よいＣ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ、エトキシ、プロポキシ）、
　　　　（ｊ）Ｃ１－６アルキル－カルボニルオキシ基（好ましくは、アセチルオキシ）
、
　　　　（ｋ）Ｃ１－６アルキルスルホニルオキシ基（好ましくは、メチルスルホニルオ
キシ）、
　　　　（ｌ）（ｉ）ハロゲン原子（好ましくは、フッ素原子、塩素原子）、
　　　　　　　（ｉｉ）シアノ基、
　　　　　　　（ｉｉｉ）カルボキシ基、
　　　　　　　（ｉｖ）Ｃ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ）、
　　　　　　　（ｖ）Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル基（好ましくは、メトキシカルボ
ニル）、
　　　　　　　（ｖｉ）Ｃ１－６アルキルスルホニル基（好ましくは、メチルスルホニル
）、
　　　　　　　（ｖｉｉ）モノ－またはジ－（Ｃ１－６アルキルスルホニル）カルバモイ
ル基（好ましくは、メチルスルホニルカルバモイル）、
　　　　　　　（ｖｉｉｉ）オキソ基またはチオキソ基で置換されていてもよい非芳香族
複素環基（好ましくは、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１
，２，４－オキサジアゾール－３－イル））、および
　　　　　　　（ｉｘ）ヒドロキシ基で置換されていてもよい環状アミノカルボニル基（
好ましくは、アゼチジン－１－イルカルボニル）
から選択される１ないし３個（好ましくは、１または２個）の置換基で置換されていても
よいＣ６－１２アリールオキシ基（好ましくは、フェノキシ）、
　　　　（ｍ）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましくは、ジヒド
ロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジアゾール－
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３－イル））で置換されていてもよいＣ７－１２アラルキルオキシ基（好ましくは、ベン
ジルオキシ）、
　　　　（ｎ）（ｉ）カルボキシ基、
　　　　　　　（ｉｉ）Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル基（好ましくは、メトキシカル
ボニル）、および
　　　　　　　（ｉｉｉ）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましく
は、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジ
アゾール－３－イル、２，３－ジヒドロ－１，３，４－オキサジアゾール－５－イル））
から選択される１ないし３個（好ましくは、１個）の置換基で置換されていてもよい芳香
族複素環オキシ基（好ましくは、ピリジルオキシ（好ましくは、ピリジン－２－イルオキ
シ））、
　　　　（ｏ）Ｃ１－６アルキルチオ基（好ましくは、メチルチオ）、
　　　　（ｐ）カルボキシ基で置換されていてもよいＣ６－１２アリールチオ基（好まし
くは、フェニルチオ）、
　　　　（ｑ）Ｃ１－６アルキルスルフィニル基（好ましくは、メチルスルフィニル）、
　　　　（ｒ）Ｃ１－６アルキルスルホニル基（好ましくは、メチルスルホニル）、
　　　　（ｓ）（ｉ）カルボキシ基、および
　　　　　　　（ｉｉ）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましくは
、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジア
ゾール－３－イル））
から選択される１ないし３個（好ましくは、１個）の置換基で置換されていてもよいＣ６

－１２アリールスルホニル基（好ましくは、フェニルスルホニル）、
　　　　（ｔ）モノ－またはジ－Ｃ１－６アルキルスルファモイル基（好ましくは、イソ
プロピルスルファモイル）、
　　　　（ｕ）（ｉ）カルボキシ基、および
　　　　　　　（ｉｉ）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましくは
、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジア
ゾール－３－イル））
から選択される１ないし３個（好ましくは、１個）の置換基で置換されていてもよい芳香
族複素環アミノ基（好ましくは、ピリジルアミノ（好ましくは、ピリジン－２－イルアミ
ノ）、ピリミジニルアミノ（好ましくは、ピリミジン－２－イルアミノ）、ベンゾオキサ
ゾリルアミノ（好ましくは、ベンゾオキサゾール－２－イルアミノ））、
　　　　（ｖ）－ＮＲＦ－ＣＯ－ＲＧ

　　　　　　［式中、
　　　　　　ＲＦは、
　　　　　　（ｉ）水素原子、または
　　　　　　（ｉｉ）ヒドロキシ基で置換されていてもよいＣ１－６アルキル基（好まし
くは、メチル、エチル）を表し、
　　　　　　ＲＧは、
　　　　　　（ｉ）(1) ハロゲン原子（好ましくは、フッ素原子）、
　　　　　　　　　(2) シアノ基、
　　　　　　　　　(3) ヒドロキシ基、
　　　　　　　　　(4) ハロゲン原子（好ましくは、フッ素原子）およびＣ３－６シクロ
アルキル基（好ましくは、シクロプロピル）から選択される１ないし３個の置換基で置換
されていてもよいＣ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ、エトキシ、イソプロポ
キシ、イソブトキシ）、
　　　　　　　　　(5) Ｃ３－６シクロアルキルオキシ基（好ましくは、シクロプロピル
オキシ）、
　　　　　　　　　(6) ハロゲン原子（好ましくは、フッ素原子、塩素原子）、シアノ基
およびカルボキシ基から選択される１ないし３個（好ましくは、１個）の置換基で置換さ
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れていてもよい芳香族複素環オキシ基（好ましくは、ピリジルオキシ（好ましくは、ピリ
ジン－２－イルオキシ）、ピリミジニルオキシ（好ましくは、ピリミジン－２－イルオキ
シ））、
　　　　　　　　　(7) モノ－またはジ－Ｃ１－６アルキルアミノ基（好ましくは、メチ
ルアミノ、ジメチルアミノ）、
　　　　　　　　　(8) Ｎ－（Ｃ１－６アルキル－カルボニル）－Ｎ－（Ｃ１－６アルキ
ル）アミノ基（好ましくは、Ｎ－アセチル－Ｎ－メチルアミノ）、
　　　　　　　　　(9) モノ－またはジ－（Ｃ６－１２アリール－カルボニル）アミノ基
（好ましくは、ベンゾイルアミノ）、
　　　　　　　　　(10) モノ－またはジ－（芳香族複素環カルボニル）アミノ基（好ま
しくは、ピリジルカルボニルアミノ（好ましくは、ピリジン－２－イルカルボニルアミノ
））、
　　　　　　　　　(11) Ｎ－（芳香族複素環カルボニル）－Ｎ－（Ｃ１－６アルキル）
アミノ基（好ましくは、Ｎ－（ピリジルカルボニル）－Ｎ－メチルアミノ（好ましくは、
Ｎ－（ピリジン－２－イルカルボニル）－Ｎ－メチルアミノ））、
　　　　　　　　　(12) モノ－またはジ－（Ｃ６－１２アリールスルホニル）アミノ基
（好ましくは、フェニルスルホニルアミノ）、
　　　　　　　　　(13) Ｃ１－６アルキルチオ基（好ましくは、メチルチオ）、
　　　　　　　　　(14) Ｃ１－６アルキルスルホニル基（好ましくは、メチルスルホニ
ル）、
　　　　　　　　　(15) Ｃ１－６アルキル－カルボニルオキシ基（好ましくは、アセチ
ルオキシ）、
　　　　　　　　　(16) オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましく
は、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジ
アゾール－３－イル））、およびカルボキシ基から選択される１ないし３個（好ましくは
、１個）の置換基で置換されていてもよいＣ６－１２アリールオキシ基（好ましくは、フ
ェノキシ）、
　　　　　　　　　(17) カルボキシ基およびＣ１－６アルキル基（好ましくは、メチル
）から選択される１ないし３個（好ましくは、１または２個）の置換基で置換されていて
もよい芳香族複素環基（好ましくは、ピリジル（好ましくは、ピリジン－２－イル）、ピ
ラゾリル（好ましくは、ピラゾール－１－イル）、イソオキサゾリル（好ましくは、イソ
オキサゾール－５－イル）、トリアゾリル（好ましくは、１Ｈ－１，２，４－トリアゾー
ル－１－イル）、テトラゾリル（好ましくは、テトラゾール－１－イル））、
　　　　　　　　　(18) ハロゲン原子（好ましくは、フッ素原子、塩素原子）およびオ
キソ基から選択される１ないし３個（好ましくは、１または２個）の置換基で置換されて
いてもよい環状アミノ基（好ましくは、１－ピロリジニル、ピペリジノ、１－イミダゾリ
ジニル、モルホリノ、８－オキサ－３－アザビシクロ［３．２．１］オクタン－３－イル
）、および
　　　　　　　　　(19) ハロゲン原子（好ましくは、塩素原子）およびオキソ基から選
択される１ないし３個（好ましくは、１または２個）の置換基で置換されていてもよい非
芳香族複素環基（好ましくは、ジヒドロピリジル（好ましくは、１－ジヒドロピリジル（
好ましくは、１，２－ジヒドロピリジン－１－イル））、ジヒドロオキサジアゾリル（好
ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル））
から選択される１ないし３個の置換基で置換されていてもよいＣ１－６アルキル基（好ま
しくは、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル）、
　　　　　　（ｉｉ）Ｃ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ、イソプロポキシ）
、
　　　　　　（ｉｉｉ）Ｃ３－６シクロアルキル基（好ましくは、シクロプロピル）、
　　　　　　（ｉｖ）(1) ハロゲン原子（好ましくは、フッ素原子、塩素原子）、
　　　　　　　　　　(2) シアノ基、
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　　　　　　　　　　(3) ヒドロキシ基、
　　　　　　　　　　(4) カルボキシ基、
　　　　　　　　　　(5) オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましく
は、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジ
アゾール－３－イル））で置換されていてもよいＣ１－６アルキル基（好ましくは、メチ
ル、ｔｅｒｔ－ブチル）、
　　　　　　　　　　(6) Ｃ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ、エトキシ）、
　　　　　　　　　　(7) Ｃ１－６アルキルスルホニル基（好ましくは、メチルスルホニ
ル）、
　　　　　　　　　　(8) モノ－またはジ－（Ｃ１－６アルキルスルホニル）アミノ基（
好ましくは、メチルスルホニルアミノ）、
　　　　　　　　　　(9) Ｃ６－１２アリール基（好ましくは、フェニル）、および
　　　　　　　　　　(10) Ｃ１－６アルキル基（好ましくは、メチル）で置換されてい
てもよい芳香族複素環基（好ましくは、オキサジアゾリル（好ましくは、１，２，４－オ
キサジアゾール－３－イル）、テトラゾリル（好ましくは、テトラゾール－５－イル））
、
　　　　　　　　　　(11) オキソ基で置換されていてもよい環状アミノ基（好ましくは
、１－ピロリジニル）、および
　　　　　　　　　　(12) オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好まし
くは、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサ
ジアゾール－３－イル））
から選択される１ないし３個の置換基で置換されていてもよいＣ６－１２アリール基（好
ましくは、フェニル）、
　　　　　　（ｖ）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましくは、ジ
ヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジアゾー
ル－３－イル））で置換されていてもよいＣ７－１２アラルキル基（好ましくは、ベンジ
ル）、
　　　　　　（ｖｉ）(1) Ｃ１－６アルキル基（好ましくは、メチル）、
　　　　　　　　　　(2) モノ－またはジ－（Ｃ１－６アルキルスルホニル）アミノ基（
好ましくは、メチルスルホニルアミノ）、および
　　　　　　　　　　(3) オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましく
は、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジ
アゾール－３－イル））
から選択される１ないし３個（好ましくは、１個）の置換基で置換されていてもよい芳香
族複素環基（好ましくは、ピリジル（好ましくは、ピリジン－２－イル、ピリジン－３－
イル）、チアゾリル（好ましくは、チアゾール－５－イル））、
　　　　　　（ｖｉｉ）１または２個のオキソ基で置換されていてもよい環状アミノ基（
好ましくは、１－ピロリジニル、モルホリノ、１，１－ジオキシドチオモルホリノ）、
　　　　　　（ｖｉｉｉ）１または２個のオキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素
環基（好ましくは、ジヒドロピリジル（好ましくは、１，２－ジヒドロピリジン－３－イ
ル）、テトラヒドロフリル（好ましくは、テトラヒドロフラン－２－イル、テトラヒドロ
フラン－３－イル）、テトラヒドロピラニル（好ましくは、テトラヒドロピラン－２－イ
ル、テトラヒドロピラン－４－イル）、ジオキサニル（好ましくは、１，４－ジオキサン
－２－イル））、
　　　　　　（ｉｘ）Ｃ１－６アルキル－カルボニル基（好ましくは、アセチル、エチル
カルボニル）、または
　　　　　　（ｘ）環状アミノカルボニル基（好ましくは、ピロリジン－１－イルカルボ
ニル）を表す。］、
　　　　（ｗ）－ＮＲＨ－ＳＯ２－ＲＩ

　　　　　　［式中、
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　　　　　　ＲＨは、
　　　　　　（ｉ）水素原子、
　　　　　　（ｉｉ）Ｃ１－６アルキル基（好ましくは、メチル）、または
　　　　　　（ｉｉｉ）Ｃ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ）で置換されてい
てもよいＣ７－１２アラルキル基（好ましくは、ベンジル）を表し、
　　　　　　ＲＩは、
　　　　　　（ｉ）(1) ハロゲン原子（好ましくは、フッ素原子）、
　　　　　　　　　(2) Ｃ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ）、および
　　　　　　　　　(3) 環状アミノ基（好ましくは、モルホリノ）
から選択される１ないし３個の置換基で置換されていてもよいＣ１－６アルキル基（好ま
しくは、メチル、エチル、イソプロピル）、
　　　　　　（ｉｉ）(1) カルボキシ基、および
　　　　　　　　　　(2) オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましく
は、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジ
アゾール－３－イル））
から選択される１ないし３個（好ましくは、１個）の置換基で置換されていてもよいＣ６

－１２アリール基（好ましくは、フェニル）、または
　　　　　　（ｉｉｉ）(1) カルボキシ基、および
　　　　　　　　　　　(2) オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好まし
くは、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサ
ジアゾール－３－イル））
から選択される１ないし３個（好ましくは、１個）の置換基で置換されていてもよい芳香
族複素環基（好ましくは、ピリジル（好ましくは、ピリジン－２－イル、ピリジン－３－
イル）、フリル（好ましくは、フラン－２－イル））を表す。］、
　　　　（ｘ）－ＮＲＪ－ＣＯ－ＮＲＫＲＬ

　　　　　　［式中、
　　　　　　ＲＪは、
　　　　　　（ｉ）水素原子、または
　　　　　　（ｉｉ）ヒドロキシ基で置換されていてもよいＣ１－６アルキル基（好まし
くは、メチル、エチル）を表し、
　　　　　　ＲＫおよびＲＬは、それぞれ独立して、
　　　　　　（ｉ）水素原子、
　　　　　　（ｉｉ）ヒドロキシ基およびＣ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ
）から選択される１ないし３個（好ましくは、１個）の置換基で置換されていてもよいＣ

１－６アルキル基（好ましくは、メチル、エチル、ｔｅｒｔ－ブチル）、または
　　　　　　（ｉｉｉ）Ｃ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ）
を表す。］、
　　　　（ｙ）－ＮＲＭ－ＳＯ２－ＮＲＮＲＯ

　　　　　　［式中、
　　　　　　ＲＭは、
　　　　　　（ｉ）水素原子、または
　　　　　　（ｉｉ）Ｃ１－６アルキル基（好ましくは、メチル）を表し、
　　　　　　ＲＮおよびＲＯは、それぞれ独立して、
　　　　　　（ｉ）水素原子、
　　　　　　（ｉｉ）Ｃ１－６アルキル基（好ましくは、メチル）、または
　　　　　　（ｉｉｉ）Ｃ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ）を表す。］、
　　　　（ｚ）（ｉ）カルボキシ基、
　　　　　　　（ｉｉ）ハロゲン原子（好ましくは、フッ素原子）、ヒドロキシ基および
カルボキシ基から選択される１ないし３個の置換基で置換されていてもよいＣ１－６アル
キル基（好ましくは、メチル）、
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　　　　　　　（ｉｉｉ）Ｃ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ）で置換されて
いてもよいＣ１－６アルコキシ基（好ましくは、エトキシ、ｔｅｒｔ－ブトキシ）、
　　　　　　　（ｉｖ）Ｃ３－６シクロアルキル基（好ましくは、シクロプロピル）、お
よび
　　　　　　　（ｖ）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましくは、
ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジアゾ
ール－３－イル））
から選択される１ないし３個（好ましくは、１または２個）の置換基で置換されていても
よい芳香族複素環基（好ましくは、ピラゾリル（好ましくは、ピラゾール－１－イル、ピ
ラゾール－３－イル）、オキサジアゾリル（好ましくは、１，２，４－オキサジアゾール
－３－イル）、チアゾリル（好ましくは、チアゾール－２－イル、チアゾール－４－イル
）、トリアゾリル（好ましくは、１Ｈ－１，２，３－トリアゾール－１－イル、１Ｈ－１
，２，４－トリアゾール－３－イル）、インダゾリル（好ましくは、１Ｈ－インダゾール
－１－イル）、ベンゾイミダゾリル（好ましくは、１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル
））、
　　　　（ａａ）（ｉ）シアノ基、
　　　　　　　　（ｉｉ）カルボキシ基、
　　　　　　　　（ｉｉｉ）Ｃ１－６アルキル基（好ましくは、メチル）、
　　　　　　　　（ｉｖ）Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル基（好ましくは、エトキシカ
ルボニル）、
　　　　　　　　（ｖ）モノ－またはジ－（Ｃ１－６アルキル－カルボニル）アミノ基（
好ましくは、アセチルアミノ）、
　　　　　　　　（ｖｉ）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましく
は、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジ
アゾール－３－イル））、および
　　　　　　　　（ｖｉｉ）オキソ基
から選択される１ないし４個の置換基で置換されていてもよい環状アミノ基（好ましくは
、１－アゼチジニル、１－ピロリジニル、ピペリジノ、１－イミダゾリジニル、１－ジヒ
ドロピリダジニル（好ましくは、２，３－ジヒドロピリダジン－２－イル）、１－ヘキサ
ヒドロピリミジニル、２－ジヒドロイソインドリル（好ましくは、１，３－ジヒドロ－２
Ｈ－イソインドール－２－イル）、３－ジヒドロキナゾリニル（好ましくは、３，４－ジ
ヒドロキナゾリン－３－イル）、３－テトラヒドロキナゾリニル（好ましくは、１，２，
３，４－テトラヒドロキナゾリン－３－イル）、３－テトラヒドロピリド［３，２－ｄ］
ピリミジニル（好ましくは、１，２，３，４－テトラヒドロピリド［３，２－ｄ］ピリミ
ジン－３－イル）、３－テトラヒドロプテリジニル（好ましくは、１，２，３，４－テト
ラヒドロプテリジン－３－イル））、および
　　　　（ｂｂ）（ｉ）ハロゲン原子（好ましくは、塩素原子）、
　　　　　　　　（ｉｉ）シアノ基、
　　　　　　　　（ｉｉｉ）カルボキシ基、
　　　　　　　　（ｉｖ）カルバモイル基、
　　　　　　　　（ｖ）Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル基（好ましくは、メトキシカル
ボニル）、
　　　　　　　　（ｖｉ）Ｃ１－６アルキル基（好ましくは、メチル）で置換されていて
もよい芳香族複素環基（好ましくは、トリアゾリル（好ましくは、１，２，４－トリアゾ
ール－３－イル）、テトラゾリル（好ましくは、テトラゾール－５－イル））、
　　　　　　　　（ｖｉｉ）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好まし
くは、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサ
ジアゾール－３－イル、４，５－ジヒドロ－１，３，４－オキサジアゾール－２－イル）
、ジヒドロトリアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロトリアゾール－３－イル）
から選択される１ないし３個の置換基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好まし
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くは、ジヒドロピリジル（好ましくは、１－ジヒドロピリジル（好ましくは、１，２－ジ
ヒドロピリジン－１－イル））、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒ
ドロ－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル））
から選択される１ないし４個（好ましくは１ないし３個、より好ましくは１または２個）
の置換基で置換されていてもよいＣ１－６アルキル基（好ましくは、メチル、エチル、プ
ロピル、イソプロピル）、
（１６）Ｃ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ、エトキシ）、
（１７）Ｃ１－６アルキル－カルボニル基（好ましくは、アセチル）、
（１８）－ＣＯ－ＮＲＰＲＱ

　　　［式中、
　　　ＲＰおよびＲＱは、それぞれ独立して、
　　　（ａ）水素原子、
　　　（ｂ）（ｉ）ヒドロキシ基、
　　　　　　（ｉｉ）Ｃ１－６アルキルスルホニル基（好ましくは、メチルスルホニル）
、および
　　　　　　（ｉｉｉ）Ｃ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ）
から選択される１ないし３個（好ましくは、１個）の置換基で置換されていてもよいＣ１

－６アルキル基（好ましくは、メチル、エチル、イソブチル）、
　　　（ｃ）Ｃ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ）、
　　　（ｄ）カルボキシ基で置換されていてもよいＣ６－１２アリール基（好ましくは、
フェニル）、
　　　（ｅ）Ｃ１－６アルキルスルホニル基（好ましくは、メチルスルホニル）、または
　　　（ｆ）（ｉ）１ないし３個のハロゲン原子（好ましくは、フッ素原子）で置換され
ていてもよいＣ１－６アルキル基（好ましくは、メチル）、および
　　　　　　（ｉｉ）１ないし３個（好ましくは、１または２個）のハロゲン原子（好ま
しくは、フッ素原子）で置換されていてもよいＣ１－６アルコキシ基（好ましくは、メト
キシ）
から選択される１ないし３個（好ましくは、１個）の置換基で置換されていてもよいＣ６

－１２アリールスルホニル基（好ましくは、フェニルスルホニル）を表す。］、
（１９）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましくは、ジヒドロオキ
サジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジアゾール－３－イ
ル））で置換されていてもよいＣ６－１２アリールオキシ基（好ましくは、フェノキシ）
、
（２０）（ａ）シアノ基、
　　　　（ｂ）カルボキシ基、
　　　　（ｃ）Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル基（好ましくは、メトキシカルボニル）
、
　　　　（ｄ）カルバモイル基、
　　　　（ｅ）モノ－またはジ－Ｃ１－６アルキルカルバモイル基（好ましくは、メチル
カルバモイル、エチルカルバモイル）
　　　　　（該Ｃ１－６アルキルは、ヒドロキシ基で置換されていてもよい。）、
　　　　（ｆ）Ｃ１－６アルキル基（好ましくは、メチル）で置換されていてもよい芳香
族複素環基（好ましくは、トリアゾリル（好ましくは、１Ｈ－１，２，４－トリアゾール
－３－イル）、テトラゾリル（好ましくは、テトラゾール－５－イル））、および
　　　　（ｇ）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましくは、ジヒド
ロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジアゾール－
３－イル）、ジヒドロトリアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１Ｈ－１，２，４
－トリアゾール－３－イル））
から選択される１ないし３個（好ましくは、１個）の置換基で置換されていてもよい芳香
族複素環オキシ基（好ましくは、ピリジルオキシ（好ましくは、ピリジン－３－イルオキ
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シ、ピリジン－４－イルオキシ））、
（２１）カルボキシ基で置換されていてもよい芳香族複素環基（好ましくは、チアゾリル
（好ましくは、チアゾール２－イル））、または
（２２）（ａ）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましくは、ジヒド
ロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジアゾール－
３－イル））、および
　　　　（ｂ）オキソ基
で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましくは、ジヒドロピリジル（好ましくは
、１，２－ジヒドロピリジン－１－イル）、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４
，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル））
である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５５】
　式（Ｉ）で表される化合物またはその塩（以下、化合物（Ｉ）と称する）の好適な例と
しては、以下の化合物が挙げられる。
［化合物（Ｉ）－１］
　環Ａが、置換されていてもよいベンゼン環［好ましくは、ハロゲン原子（好ましくは、
フッ素原子、塩素原子）およびＣ１－６アルキル基（好ましくは、メチル）から選択され
る1ないし３個（好ましくは２個）の置換基で置換されていてもよいベンゼン環］であり
、
　Ｒが、
（１）ヒドロキシ基、
（２）シアノ基、
（３）カルボキシ基、
（４）Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル基（好ましくは、エトキシカルボニル）、
（５）アミノ基、
（６）モノ－またはジ－Ｃ１－６アルキルアミノ基（好ましくは、ジメチルアミノ）、
（７）モノ－またはジ－Ｃ７－１２アラルキルアミノ基（好ましくは、ベンジルアミノ）
、
（８）モノ－またはジ－（Ｃ１－６アルキルスルホニル）アミノ基（好ましくは、メチル
スルホニルアミノ、エチルスルホニルアミノ）、
（９）モノ－またはジ－（Ｃ３－６シクロアルキルスルホニル）アミノ基（好ましくは、
シクロプロピルスルホニルアミノ）、
（１０）モノ－またはジ－（Ｃ６－１２アリールスルホニル）アミノ基（好ましくは、フ
ェニルスルホニルアミノ）、
（１１）モノ－またはジ－（芳香族複素環スルホニル）アミノ基（好ましくは、ピリジル
スルホニルアミノ（好ましくは、ピリジン－３－イルスルホニルアミノ））、
（１２）－ＮＲＡ－ＣＯ－ＲＢ

　　　　［式中、
　　　　ＲＡは、
　　　　（ａ）水素原子、または
　　　　（ｂ）Ｃ１－６アルキル基（好ましくは、メチル）を表し、
　　　　ＲＢは、
　　　　（ａ）（ｉ）ハロゲン原子（好ましくは、フッ素原子）、
　　　　　　　（ｉｉ）ヒドロキシ基、
　　　　　　　（ｉｉｉ）Ｃ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ）、
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　　　　　　　（ｉｖ）芳香族複素環基（好ましくは、トリアゾリル（好ましくは、１，
２，４－トリアゾール－１－イル））、および
　　　　　　　（ｖ）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましくは、
ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジアゾ
ール－３－イル））
から選択される１ないし３個（好ましくは、１または２個）の置換基で置換されていても
よいＣ１－６アルキル基（好ましくは、メチル、エチル）、
　　　　（ｂ）Ｃ３－６シクロアルキル基（好ましくは、シクロプロピル）、
　　　　（ｃ）Ｃ１－６アルキル－カルボニル基（好ましくは、アセチル）、
　　　　（ｄ）アミノ基、
　　　　（ｅ）モノ－、またはジ－Ｃ１－６アルキルアミノ基（好ましくは、メチルアミ
ノ）、
　　　　（ｆ）環状アミノ基（好ましくは、モルホリノ）、
　　　　（ｇ）（ｉ）シアノ基、
　　　　　　　（ｉｉ）カルボキシ基、
　　　　　　　（ｉｉｉ）Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル基（好ましくは、エトキシカ
ルボニル）、
　　　　　　　（ｉｖ）Ｃ１－６アルキルスルホニルアミノ基（好ましくは、メチルスル
ホニルアミノ）、および
　　　　　　　（ｖ）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましくは、
ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジアゾ
ール－３－イル））
から選択される１ないし３個（好ましくは、１個）の置換基で置換されていてもよいＣ６

－１２アリール基（好ましくは、フェニル）、
　　　　（ｈ）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましくは、ジヒド
ロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジアゾール－
３－イル））で置換されていてもよいＣ７－１２アラルキル基（好ましくは、ベンジル）
、または
　　　　（ｉ）芳香族複素環基（好ましくは、オキサゾリル（好ましくは、オキサゾール
－５－イル））を表す。］、
（１３）－ＮＲＣ－ＳＯ２－Ｎ（ＲＤ）（ＲＥ）
　　　　［式中、
　　　　ＲＣは、
　　　　（ａ）水素原子、または
　　　　（ｂ）Ｃ１－６アルキル基（好ましくは、メチル）を表し、
　　　　ＲＤおよびＲＥは、それぞれ独立して、
　　　　（ａ）水素原子、
　　　　（ｂ）Ｃ１－６アルキル基（好ましくは、メチル、エチル）、または
　　　　（ｃ）Ｃ３－６シクロアルキル基（好ましくは、シクロプロピル）を表す。］、
（１４）置換されていてもよい環状アミノ基（好ましくは、
　　　　（ａ）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましくは、ジヒド
ロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジアゾール－
３－イル））、および
　　　　（ｂ）オキソ基
から選択される１ないし３個（好ましくは、１または２個）の置換基で置換されていても
よい環状アミノ基（好ましくは、１－イミダゾリジニル））、
（１５）（ａ）ハロゲン原子（好ましくは、フッ素原子）、
　　　　（ｂ）シアノ基、
　　　　（ｃ）ヒドロキシ基、
　　　　（ｄ）カルボキシ基、
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　　　　（ｅ）アミノ基、
　　　　（ｆ）カルバモイル基、
　　　　（ｇ）モノ－またはジ－（Ｃ１－６アルキル）カルバモイル基（好ましくは、イ
ソプロピルカルバモイル）（該Ｃ１－６アルキルは、カルボキシ基で置換されていてもよ
い。）、
　　　　（ｈ）モノ－またはジ－（Ｃ６－１２アリール）カルバモイル基（好ましくは、
フェニルカルバモイル）（該Ｃ６－１２アリールは、カルボキシ基で置換されていてもよ
い。）、
　　　　（ｉ）（ｉ）ヒドロキシ基、
　　　　　　　（ｉｉ）カルボキシ基、
　　　　　　　（ｉｉｉ）カルバモイル基、
　　　　　　　（ｉｖ）モノ－またはジ－（Ｃ１－６アルキル－カルボニル）アミノ基（
好ましくは、アセチルアミノ）、
　　　　　　　（ｖ）モノ－またはジ－（Ｃ１－６アルキルスルホニル）アミノ基（好ま
しくは、メチルスルホニルアミノ）、
　　　　　　　（ｖｉ）Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル基（好ましくは、エトキシカル
ボニル）、および
　　　　　　　（ｖｉｉ）ヒドロキシ基で置換されていてもよい環状アミノカルボニル基
（好ましくは、アゼチジン－１－イルカルボニル、１，１－ジオキシドチオモルホリノカ
ルボニル）
から選択される１ないし３個（好ましくは、１または２個）の置換基で置換されていても
よいＣ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ、エトキシ、プロポキシ）、
　　　　（ｊ）Ｃ１－６アルキル－カルボニルオキシ基（好ましくは、アセチルオキシ）
、
　　　　（ｋ）Ｃ１－６アルキルスルホニルオキシ基（好ましくは、メチルスルホニルオ
キシ）、
　　　　（ｌ）（ｉ）ハロゲン原子（好ましくは、フッ素原子、塩素原子）、
　　　　　　　（ｉｉ）シアノ基、
　　　　　　　（ｉｉｉ）カルボキシ基、
　　　　　　　（ｉｖ）Ｃ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ）、
　　　　　　　（ｖ）Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル基（好ましくは、メトキシカルボ
ニル）、
　　　　　　　（ｖｉ）Ｃ１－６アルキルスルホニル基（好ましくは、メチルスルホニル
）、
　　　　　　　（ｖｉｉ）モノ－またはジ－（Ｃ１－６アルキルスルホニル）カルバモイ
ル基（好ましくは、メチルスルホニルカルバモイル）、
　　　　　　　（ｖｉｉｉ）オキソ基またはチオキソ基で置換されていてもよい非芳香族
複素環基（好ましくは、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１
，２，４－オキサジアゾール－３－イル））、および
　　　　　　　（ｉｘ）ヒドロキシ基で置換されていてもよい環状アミノカルボニル基（
好ましくは、アゼチジン－１－イルカルボニル）
から選択される１ないし３個（好ましくは、１または２個）の置換基で置換されていても
よいＣ６－１２アリールオキシ基（好ましくは、フェノキシ）、
　　　　（ｍ）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましくは、ジヒド
ロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジアゾール－
３－イル））で置換されていてもよいＣ７－１２アラルキルオキシ基（好ましくは、ベン
ジルオキシ）、
　　　　（ｎ）（ｉ）カルボキシ基、
　　　　　　　（ｉｉ）Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル基（好ましくは、メトキシカル
ボニル）、および
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　　　　　　　（ｉｉｉ）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましく
は、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジ
アゾール－３－イル、２，３－ジヒドロ－１，３，４－オキサジアゾール－５－イル））
から選択される１ないし３個（好ましくは、１個）の置換基で置換されていてもよい芳香
族複素環オキシ基（好ましくは、ピリジルオキシ（好ましくは、ピリジン－２－イルオキ
シ））、
　　　　（ｏ）Ｃ１－６アルキルチオ基（好ましくは、メチルチオ）、
　　　　（ｐ）カルボキシ基で置換されていてもよいＣ６－１２アリールチオ基（好まし
くは、フェニルチオ）、
　　　　（ｑ）Ｃ１－６アルキルスルフィニル基（好ましくは、メチルスルフィニル）、
　　　　（ｒ）Ｃ１－６アルキルスルホニル基（好ましくは、メチルスルホニル）、
　　　　（ｓ）（ｉ）カルボキシ基、および
　　　　　　　（ｉｉ）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましくは
、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジア
ゾール－３－イル））
から選択される１ないし３個（好ましくは、１個）の置換基で置換されていてもよいＣ６

－１２アリールスルホニル基（好ましくは、フェニルスルホニル）、
　　　　（ｔ）モノ－またはジ－Ｃ１－６アルキルスルファモイル基（好ましくは、イソ
プロピルスルファモイル）、
　　　　（ｕ）（ｉ）カルボキシ基、および
　　　　　　　（ｉｉ）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましくは
、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジア
ゾール－３－イル））
から選択される１ないし３個（好ましくは、１個）の置換基で置換されていてもよい芳香
族複素環アミノ基（好ましくは、ピリジルアミノ（好ましくは、ピリジン－２－イルアミ
ノ）、ピリミジニルアミノ（好ましくは、ピリミジン－２－イルアミノ）、ベンゾオキサ
ゾリルアミノ（好ましくは、ベンゾオキサゾール－２－イルアミノ））、
　　　　（ｖ）－ＮＲＦ－ＣＯ－ＲＧ

　　　　　　［式中、
　　　　　　ＲＦは、
　　　　　　（ｉ）水素原子、または
　　　　　　（ｉｉ）ヒドロキシ基で置換されていてもよいＣ１－６アルキル基（好まし
くは、メチル、エチル）を表し、
　　　　　　ＲＧは、
　　　　　　（ｉ）(1) ハロゲン原子（好ましくは、フッ素原子）、
　　　　　　　　　(2) シアノ基、
　　　　　　　　　(3) ヒドロキシ基、
　　　　　　　　　(4) ハロゲン原子（好ましくは、フッ素原子）およびＣ３－６シクロ
アルキル基（好ましくは、シクロプロピル）から選択される１ないし３個の置換基で置換
されていてもよいＣ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ、エトキシ、イソプロポ
キシ、イソブトキシ）、
　　　　　　　　　(5) Ｃ３－６シクロアルキルオキシ基（好ましくは、シクロプロピル
オキシ）、
　　　　　　　　　(6) ハロゲン原子（好ましくは、フッ素原子、塩素原子）、シアノ基
およびカルボキシ基から選択される１ないし３個（好ましくは、１個）の置換基で置換さ
れていてもよい芳香族複素環オキシ基（好ましくは、ピリジルオキシ（好ましくは、ピリ
ジン－２－イルオキシ）、ピリミジニルオキシ（好ましくは、ピリミジン－２－イルオキ
シ））、
　　　　　　　　　(7) モノ－またはジ－Ｃ１－６アルキルアミノ基（好ましくは、メチ
ルアミノ、ジメチルアミノ）、
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　　　　　　　　　(8) Ｎ－（Ｃ１－６アルキル－カルボニル）－Ｎ－（Ｃ１－６アルキ
ル）アミノ基（好ましくは、Ｎ－アセチル－Ｎ－メチルアミノ）、
　　　　　　　　　(9) モノ－またはジ－（Ｃ６－１２アリール－カルボニル）アミノ基
（好ましくは、ベンゾイルアミノ）、
　　　　　　　　　(10) モノ－またはジ－（芳香族複素環カルボニル）アミノ基（好ま
しくは、ピリジルカルボニルアミノ（好ましくは、ピリジン－２－イルカルボニルアミノ
））、
　　　　　　　　　(11) Ｎ－（芳香族複素環カルボニル）－Ｎ－（Ｃ１－６アルキル）
アミノ基（好ましくは、Ｎ－（ピリジルカルボニル）－Ｎ－メチルアミノ（好ましくは、
Ｎ－（ピリジン－２－イルカルボニル）－Ｎ－メチルアミノ））、
　　　　　　　　　(12) モノ－またはジ－（Ｃ６－１２アリールスルホニル）アミノ基
（好ましくは、フェニルスルホニルアミノ）、
　　　　　　　　　(13) Ｃ１－６アルキルチオ基（好ましくは、メチルチオ）、
　　　　　　　　　(14) Ｃ１－６アルキルスルホニル基（好ましくは、メチルスルホニ
ル）、
　　　　　　　　　(15) Ｃ１－６アルキル－カルボニルオキシ基（好ましくは、アセチ
ルオキシ）、
　　　　　　　　　(16) オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましく
は、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジ
アゾール－３－イル））、およびカルボキシ基から選択される１ないし３個（好ましくは
、１個）の置換基で置換されていてもよいＣ６－１２アリールオキシ基（好ましくは、フ
ェノキシ）、
　　　　　　　　　(17) カルボキシ基およびＣ１－６アルキル基（好ましくは、メチル
）から選択される１ないし３個（好ましくは、１または２個）の置換基で置換されていて
もよい芳香族複素環基（好ましくは、ピリジル（好ましくは、ピリジン－２－イル）、ピ
ラゾリル（好ましくは、ピラゾール－１－イル）、イソオキサゾリル（好ましくは、イソ
オキサゾール－５－イル）、トリアゾリル（好ましくは、１Ｈ－１，２，４－トリアゾー
ル－１－イル）、テトラゾリル（好ましくは、テトラゾール－１－イル））、
　　　　　　　　　(18) ハロゲン原子（好ましくは、フッ素原子、塩素原子）およびオ
キソ基から選択される１ないし３個（好ましくは、１または２個）の置換基で置換されて
いてもよい環状アミノ基（好ましくは、１－ピロリジニル、ピペリジノ、１－イミダゾリ
ジニル、モルホリノ、８－オキサ－３－アザビシクロ［３．２．１］オクタン－３－イル
）、および
　　　　　　　　　(19) ハロゲン原子（好ましくは、塩素原子）およびオキソ基から選
択される１ないし３個（好ましくは、１または２個）の置換基で置換されていてもよい非
芳香族複素環基（好ましくは、ジヒドロピリジル（好ましくは、１，２－ジヒドロピリジ
ン－１－イル）、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，
４－オキサジアゾール－３－イル））
から選択される１ないし３個の置換基で置換されていてもよいＣ１－６アルキル基（好ま
しくは、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル）、
　　　　　　（ｉｉ）Ｃ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ、イソプロポキシ）
、
　　　　　　（ｉｉｉ）Ｃ３－６シクロアルキル基（好ましくは、シクロプロピル）、
　　　　　　（ｉｖ）(1) ハロゲン原子（好ましくは、フッ素原子、塩素原子）、
　　　　　　　　　　(2) シアノ基、
　　　　　　　　　　(3) ヒドロキシ基、
　　　　　　　　　　(4) カルボキシ基、
　　　　　　　　　　(5) オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましく
は、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジ
アゾール－３－イル））で置換されていてもよいＣ１－６アルキル基（好ましくは、メチ
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ル、ｔｅｒｔ－ブチル）、
　　　　　　　　　　(6) Ｃ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ、エトキシ）、
　　　　　　　　　　(7) Ｃ１－６アルキルスルホニル基（好ましくは、メチルスルホニ
ル）、
　　　　　　　　　　(8) モノ－またはジ－（Ｃ１－６アルキルスルホニル）アミノ基（
好ましくは、メチルスルホニルアミノ）、
　　　　　　　　　　(9) Ｃ６－１２アリール基（好ましくは、フェニル）、
　　　　　　　　　　(10) Ｃ１－６アルキル基（好ましくは、メチル）で置換されてい
てもよい芳香族複素環基（好ましくは、オキサジアゾリル（好ましくは、１，２，４－オ
キサジアゾール－３－イル）、テトラゾリル（好ましくは、テトラゾール－５－イル））
、
　　　　　　　　　　(11) オキソ基で置換されていてもよい環状アミノ基（好ましくは
、１－ピロリジニル）、および
　　　　　　　　　　(12) オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好まし
くは、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサ
ジアゾール－３－イル））
から選択される１ないし３個の置換基で置換されていてもよいＣ６－１２アリール基（好
ましくは、フェニル）、
　　　　　　（ｖ）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましくは、ジ
ヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジアゾー
ル－３－イル））で置換されていてもよいＣ７－１２アラルキル基（好ましくは、ベンジ
ル）、
　　　　　　（ｖｉ）(1) Ｃ１－６アルキル基（好ましくは、メチル）、
　　　　　　　　　　(2) モノ－またはジ－（Ｃ１－６アルキルスルホニル）アミノ基（
好ましくは、メチルスルホニルアミノ）、および
　　　　　　　　　　(3) オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましく
は、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジ
アゾール－３－イル））
から選択される１ないし３個（好ましくは、１個）の置換基で置換されていてもよい芳香
族複素環基（好ましくは、ピリジル（好ましくは、ピリジン－２－イル、ピリジン－３－
イル）、チアゾリル（好ましくは、チアゾール－５－イル））、
　　　　　　（ｖｉｉ）１または２個のオキソ基で置換されていてもよい環状アミノ基（
好ましくは、１－ピロリジニル、モルホリノ、１，１－ジオキシドチオモルホリノ）、
　　　　　　（ｖｉｉｉ）１または２個のオキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素
環基（好ましくは、ジヒドロピリジル（好ましくは、１，２－ジヒドロピリジン－３－イ
ル）、テトラヒドロフリル（好ましくは、テトラヒドロフラン－２－イル、テトラヒドロ
フラン－３－イル）、テトラヒドロピラニル（好ましくは、テトラヒドロピラン－２－イ
ル、テトラヒドロピラン－４－イル）、ジオキサニル（好ましくは、１，４－ジオキサン
－２－イル））、
　　　　　　（ｉｘ）Ｃ１－６アルキル－カルボニル基（好ましくは、アセチル、エチル
カルボニル）、または
　　　　　　（ｘ）環状アミノカルボニル基（好ましくは、ピロリジン－１－イルカルボ
ニル）を表す。］、
　　　　（ｗ）－ＮＲＨ－ＳＯ２－ＲＩ

　　　　　　［式中、
　　　　　　ＲＨは、
　　　　　　（ｉ）水素原子、
　　　　　　（ｉｉ）Ｃ１－６アルキル基（好ましくは、メチル）、または
　　　　　　（ｉｉｉ）Ｃ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ）で置換されてい
てもよいＣ７－１２アラルキル基（好ましくは、ベンジル）を表し、
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　　　　　　ＲＩは、
　　　　　　（ｉ）(1) ハロゲン原子（好ましくは、フッ素原子）、
　　　　　　　　　(2) Ｃ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ）、および
　　　　　　　　　(3) 環状アミノ基（好ましくは、モルホリノ）
から選択される１ないし３個の置換基で置換されていてもよいＣ１－６アルキル基（好ま
しくは、メチル、エチル、イソプロピル）、
　　　　　　（ｉｉ）(1) カルボキシ基、および
　　　　　　　　　　(2) オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましく
は、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジ
アゾール－３－イル））
から選択される１ないし３個（好ましくは、１個）の置換基で置換されていてもよいＣ６

－１２アリール基（好ましくは、フェニル）、または
　　　　　　（ｉｉｉ）(1) カルボキシ基、および
　　　　　　　　　　　(2) オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好まし
くは、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサ
ジアゾール－３－イル））
から選択される１ないし３個（好ましくは、１個）の置換基で置換されていてもよい芳香
族複素環基（好ましくは、ピリジル（好ましくは、ピリジン－２－イル、ピリジン－３－
イル）、フリル（好ましくは、フラン－２－イル））を表す。］、
　　　　（ｘ）－ＮＲＪ－ＣＯ－ＮＲＫＲＬ

　　　　　　［式中、
　　　　　　ＲＪは、
　　　　　　（ｉ）水素原子、または
　　　　　　（ｉｉ）ヒドロキシ基で置換されていてもよいＣ１－６アルキル基（好まし
くは、メチル、エチル）を表し、
　　　　　　ＲＫおよびＲＬは、それぞれ独立して、
　　　　　　（ｉ）水素原子、
　　　　　　（ｉｉ）ヒドロキシおよびＣ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ）
から選択される１ないし３個（好ましくは、１個）の置換基で置換されていてもよいＣ１

－６アルキル基（好ましくは、メチル、エチル、ｔｅｒｔ－ブチル）、または
　　　　　　（ｉｉｉ）Ｃ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ）
を表す。］、
　　　　（ｙ）－ＮＲＭ－ＳＯ２－ＮＲＮＲＯ

　　　　　　［式中、
　　　　　　ＲＭは、
　　　　　　（ｉ）水素原子、または
　　　　　　（ｉｉ）Ｃ１－６アルキル基（好ましくは、メチル）を表し、
　　　　　　ＲＮおよびＲＯは、それぞれ独立して、
　　　　　　（ｉ）水素原子、
　　　　　　（ｉｉ）Ｃ１－６アルキル基（好ましくは、メチル）、または
　　　　　　（ｉｉｉ）Ｃ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ）を表す。］、
　　　　（ｚ）（ｉ）カルボキシ基、
　　　　　　（ｉｉ）ハロゲン原子（好ましくは、フッ素原子）、ヒドロキシ基およびカ
ルボキシ基から選択される１ないし３個の置換基で置換されていてもよいＣ１－６アルキ
ル基（好ましくは、メチル）、
　　　　　　（ｉｉｉ）Ｃ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ）で置換されてい
てもよいＣ１－６アルコキシ基（好ましくは、エトキシ、ｔｅｒｔ－ブトキシ）、
　　　　　　（ｉｖ）Ｃ３－６シクロアルキル基（好ましくは、シクロプロピル）、およ
び
　　　　　　（ｖ）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましくは、ジ
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ヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジアゾー
ル－３－イル））
から選択される１ないし３個（好ましくは、１または２個）の置換基で置換されていても
よい芳香族複素環基（好ましくは、ピラゾリル（好ましくは、ピラゾール－１－イル、ピ
ラゾール－３－イル）、オキサジアゾリル（好ましくは、１，２，４－オキサジアゾール
－３－イル）、チアゾリル（好ましくは、チアゾール－２－イル、チアゾール－４－イル
）、トリアゾリル（好ましくは、１Ｈ－１，２，３－トリアゾール－１－イル、１Ｈ－１
，２，４－トリアゾール－３－イル）、インダゾリル（好ましくは、１Ｈ－インダゾール
－１－イル）、ベンゾイミダゾリル（好ましくは、１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル
））、
　　　　（ａａ）（ｉ）シアノ基、
　　　　　　　　（ｉｉ）カルボキシ基、
　　　　　　　　（ｉｉｉ）Ｃ１－６アルキル基（好ましくは、メチル）、
　　　　　　　　（ｉｖ）Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル基（好ましくは、エトキシカ
ルボニル）、
　　　　　　　　（ｖ）モノ－またはジ－（Ｃ１－６アルキル－カルボニル）アミノ基（
好ましくは、アセチルアミノ）、
　　　　　　　　（ｖｉ）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましく
は、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジ
アゾール－３－イル））、および
　　　　　　　　（ｖｉｉ）オキソ基
から選択される１ないし４個の置換基で置換されていてもよい環状アミノ基（好ましくは
、１－アゼチジニル、１－ピロリジニル、ピペリジノ、１－イミダゾリジニル、１－ジヒ
ドロピリダジニル（好ましくは、２，３－ジヒドロピリダジン－２－イル）、１－ヘキサ
ヒドロピリミジニル、２－ジヒドロイソインドリル（好ましくは、１，３－ジヒドロ－２
Ｈ－イソインドール－２－イル）、３－ジヒドロキナゾリニル（好ましくは、３，４－ジ
ヒドロキナゾリン－３－イル）、３－テトラヒドロキナゾリニル（好ましくは、１，２，
３，４－テトラヒドロキナゾリン－３－イル）、３－テトラヒドロピリド［３，２－ｄ］
ピリミジニル（好ましくは、１，２，３，４－テトラヒドロピリド［３，２－ｄ］ピリミ
ジン－３－イル）、３－テトラヒドロプテリジニル（好ましくは、１，２，３，４－テト
ラヒドロプテリジン－３－イル））、および
　　　　（ｂｂ）（ｉ）ハロゲン原子（好ましくは、塩素原子）、
　　　　　　　　（ｉｉ）シアノ基、
　　　　　　　　（ｉｉｉ）カルボキシ基、
　　　　　　　　（ｉｖ）カルバモイル基、
　　　　　　　　（ｖ）Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル基（好ましくは、メトキシカル
ボニル）、
　　　　　　　　（ｖｉ）Ｃ１－６アルキル基（好ましくは、メチル）で置換されていて
もよい芳香族複素環基（好ましくは、トリアゾリル（好ましくは、１，２，４－トリアゾ
ール－３－イル）、テトラゾリル（好ましくは、テトラゾール－５－イル））、
　　　　　　　　（ｖｉｉ）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好まし
くは、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサ
ジアゾール－３－イル、４，５－ジヒドロ－１，３，４－オキサジアゾール－２－イル）
、ジヒドロトリアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロトリアゾール－３－イル）
から選択される１ないし３個の置換基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好まし
くは、ジヒドロピリジル（好ましくは、１－ジヒドロピリジル（好ましくは、１，２－ジ
ヒドロピリジン－１－イル））、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒ
ドロ－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル））
から選択される１ないし４個（好ましくは１ないし３個、より好ましくは１または２個）
の置換基で置換されていてもよいＣ１－６アルキル基（好ましくは、メチル、エチル、プ
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ロピル、イソプロピル）、
（１６）Ｃ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ、エトキシ）、
（１７）Ｃ１－６アルキル－カルボニル基（好ましくは、アセチル）、
（１８）－ＣＯ－ＮＲＰＲＱ

　　　［式中、
　　　ＲＰおよびＲＱは、それぞれ独立して、
　　　（ａ）水素原子、
　　　（ｂ）（ｉ）ヒドロキシ基、
　　　　　　（ｉｉ）Ｃ１－６アルキルスルホニル基（好ましくは、メチルスルホニル）
、および
　　　　　　（ｉｉｉ）Ｃ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ）
から選択される１ないし３個（好ましくは、１個）の置換基で置換されていてもよいＣ１

－６アルキル基（好ましくは、メチル、エチル、イソブチル）、
　　　（ｃ）Ｃ１－６アルコキシ基（好ましくは、メトキシ）、
　　　（ｄ）カルボキシ基で置換されていてもよいＣ６－１２アリール基（好ましくは、
フェニル）、
　　　（ｅ）Ｃ１－６アルキルスルホニル基（好ましくは、メチルスルホニル）、または
　　　（ｆ）（ｉ）１ないし３個のハロゲン原子（好ましくは、フッ素原子）で置換され
ていてもよいＣ１－６アルキル基（好ましくは、メチル）、および
　　　　　　（ｉｉ）１ないし３個（好ましくは、１または２個）のハロゲン原子（好ま
しくは、フッ素原子）で置換されていてもよいＣ１－６アルコキシ基（好ましくは、メト
キシ）
から選択される１ないし３個（好ましくは、１個）の置換基で置換されていてもよいＣ６

－１２アリールスルホニル基（好ましくは、フェニルスルホニル）を表す。］、
（１９）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましくは、ジヒドロオキ
サジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジアゾール－３－イ
ル））で置換されていてもよいＣ６－１２アリールオキシ基（好ましくは、フェノキシ）
、
（２０）（ａ）シアノ基、
　　　　（ｂ）カルボキシ基、
　　　　（ｃ）Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル基（好ましくは、メトキシカルボニル）
、
　　　　（ｄ）カルバモイル基、
　　　　（ｅ）モノ－またはジ－Ｃ１－６アルキルカルバモイル基（好ましくは、メチル
カルバモイル、エチルカルバモイル）
　　　　　（該Ｃ１－６アルキルは、ヒドロキシ基で置換されていてもよい。）、
　　　　（ｆ）Ｃ１－６アルキル基（好ましくは、メチル）で置換されていてもよい芳香
族複素環基（好ましくは、トリアゾリル（好ましくは、１Ｈ－１，２，４－トリアゾール
－３－イル）、テトラゾリル（好ましくは、テトラゾール－５－イル））、および
　　　　（ｇ）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましくは、ジヒド
ロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジアゾール－
３－イル）、ジヒドロトリアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１Ｈ－１，２，４
－トリアゾール－３－イル））
から選択される１ないし３個（好ましくは、１個）の置換基で置換されていてもよい芳香
族複素環オキシ基（好ましくは、ピリジルオキシ（好ましくは、ピリジン－３－イルオキ
シ、ピリジン－４－イルオキシ））、
（２１）カルボキシ基で置換されていてもよい芳香族複素環基（好ましくは、チアゾリル
（好ましくは、チアゾール２－イル））、または
（２２）（ａ）オキソ基で置換されていてもよい非芳香族複素環基（好ましくは、ジヒド
ロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１，２，４－オキサジアゾール－



(21) JP 2013-538786 A5 2014.10.30

３－イル））、および
　　　　（ｂ）オキソ基
から選択される１ないし３個（好ましくは、１または２個）の置換基で置換されていても
よい非芳香族複素環基（好ましくは、ジヒドロピリジル（好ましくは、１，２－ジヒドロ
ピリジン－１－イル）、ジヒドロオキサジアゾリル（好ましくは、４，５－ジヒドロ－１
，２，４－オキサジアゾール－３－イル））
であり、
環Ｂ１～Ｂ６が、環ＡおよびＲ以外に、ヒドロキシ基またはＣ１－６アルコキシ基（好ま
しくは、メトキシ）で置換されていてもよい、化合物（Ｉ）。
［化合物（Ｉ）－１’］
　環Ｂ１～Ｂ６が、環ＡおよびＲ以外に置換基を有していない、化合物（Ｉ）。
［化合物（Ｉ）－１’’］
　環Ｂ１～Ｂ６が、環ＡおよびＲ以外に、ヒドロキシ基またはＣ１－６アルコキシ基（好
ましくは、メトキシ）で置換されている、化合物（Ｉ）。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３１３】
[化合物(IIf25), (IIf26), (IIf27)およびその誘導体の製造法]
　化合物(IIf)に含まれる化合物(IIf25) (Rは、-CHO)、化合物(IIf26) (Rは、-CO2H)、お
よび化合物(IIf27) (Rは、-NH2)は、例えば以下の方法により製造することができる。
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